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は じ め に

わが国固有の樹種およびわが国に普通に植栽されている外国産樹種について,高木から低木さらには

つる植物に至るまで,木材の顕微鏡的特徴ならびにそれらの3断面の顕微鏡写真を ｢日本産広葉樹材の

解剖学的記載 Ⅰ～Ⅳ｣卜4)として本誌に連載してきた｡本稿では,さらにリョウブ科からガガイモ科ま

での18科50属101種に及ぶ樹種についての報告をおこない,今回で日本産広葉樹林の解部学的記載を完

了する｡

樹種識別上の解剖学的特徴の記載ならびに顕微鏡写真撮影にあたっては,筆者の所属する京都大学木

質科学研究所に所蔵するプレパラートを用いたが,プレパラートを所蔵していない樹種については同研

究所材鑑調査室所蔵の材標本ならびに東京大学農学部森林植物学研究室所蔵の材標本から作製した多く

のプレパラートを用いた｡さらに若干の樹種について,東北大学理学部植物園所蔵のプレパラート,お

よび森林総合研究所組織研究室所蔵の木材標本から作製したプレパラートを用いた｡また,解剖学的記

載にあたっては,第Ⅰ～Ⅳ報と同様の文献を参考にした｡なお,樹木の学名ならびに分類,各樹種の性

質や分布範囲の記載については基本的に北村四郎 ･村田 源著 ｢原色 日本植物図鑑,木本編 Ⅰ,I｣5)

を参考にしたが,必要に応じて佐竹義輔 ･原 寛 ･亘理俊次 ･冨成忠夫編 ｢日本の野生植物,木本Ⅰ,

Ⅲ｣G)を参考にした｡また,木材の用途の記載に際しては ｢木材の工垂的利用｣7)や林 弥栄著 ｢有用

樹木図説 林木編｣R)を参考にした｡
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リョウブ科 (cletllraCeae)

リョウブ属 (ClethraL.)

リョウブ (ClethrabarbineruiSSieb.etZucc.)(写真73頁)

散孔材｡道管の直径は 50-100〃m とやや小さく,単独でみられ年輪中央部に多く分布する｡道管は

階段穿孔を有 し,階段数は100以上となり,階段の間隔はきわめて狭い｡道管側壁には対列状および階

段状の壁孔がみられる｡道管内壁にはらせん肥厚がみられるが分かりにくい｡軸方向柔細胞は散在状な

いし短接線状に配列する｡道管放射組織間壁孔はきわめて多 くやや対列状｡放射組織は異性Ⅰ型で 1-

5列,高さはおおむね 1mm以下｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡北海道南部,本州,四国,九州,朝鮮 (済州島)に分布する｡山中の

落葉樹林に普通にみられる落葉小高木｡辺 ･心材の区別なく帯紅淡褐色｡肌目は撤密｡やや重 く,堅硬

な材｡建築 (皮付 き床柱),旋作 (盆),器具 (茶器,筆立),洋傘柄,薪炭 (良質)などに用いられる｡

若葉は食用｡

ツツジ科 (Ericaceae)

ツツジ亜科 (Subfam.Rhododendroideae)

ホツツジ属 (TripetaleiaSieb･etZucc.)

ホツツジ (TripetaleiapaniculataSieb.etZucc.)(写真74頁)

散孔材｡年輪始めの道管は 50-60〃mで他よりやや大きく,接線方向に連続 して連なり環孔状とな

る｡接線方向にほぼ一列で連なった道管は一年輪内に何本もみられる｡道管は単穿孔および階段穿孔を

有 し,側壁に交互壁孔がみられる｡道管内壁にらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さく多

い｡放射組織は異性 II型で 1-3列となるが単列のものが多 く,高さは 1mm以下｡平伏細胞は大形

で直立状となる｡ ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯｡北海道 (南部),本州,四国,九州に分布する｡日あたりのよい酸性の山地に普通

にみられる落葉低木｡

イソツツジ属 (LedumL)

イソツツジ (Ledumpalu∫lreL.subsp.divem'pllo∫umHara)(写真75頁)

散孔材｡道管の占有率は高い｡道管は直径 50/Jm以下で,単独ないし2-4個複合する｡道管は階

段穿孔を有 し,階段の数は20以内となる｡道管内壁にらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は階

段状が多いがふるい状 もみられる｡放射組織は異性 [型で 1-4列 となり,高さは 1mm以下｡放射

組織の末端壁は厚い｡木口面で放射組織の配列は途切れる傾向がある｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は寒帯｡本州 (東北地方高山),樺太,南千轟,朝鮮,東シベリアに分布する｡酸性の湿原

に生える高さ 1m内外の落葉低木｡
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ヨウラクツツジ属 (MenziesiaJ.E.Smith)

ツリガネツツジ (ウスギヨウラク)(Menzie∫iaciliicaILyXMaxim.)(写真76頁)

散孔材｡年輪始めに直径 30FLm の他よりやや大きい道管が一列に並び,環孔状を呈する｡他の道管

は単独ないし2-3個複合 して分布する｡道管は階段穿孔を有 し,階段の数は10前後となり,側壁に対

列壁孔および交互壁孔がみられる｡道管尾部にらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さいレ

ンズ型となる｡放射組織は単列同性で直立細胞のみからなる｡

分布範囲は温帯上部から温帯下部｡本州 (静岡県西部,石川県以西),四国 (徳島)に分布する｡低

山に普通にみられる落葉低木で,高さ 1-2m になる｡

ヨウラクツツジ (MenLCie∫iaPurPureaMaxim.)(写真77頁)

散孔材｡年輪始めに直径 50-70JJmの道管が一列に並び,環乳状を呈する｡その他の道管は直径 50

JJm以下で接線方向にほぼ一列に連なった道管が何本もみられる｡道管は階段穿孔を有 し,階段の数は

30を越える｡道管側壁に交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は多数で小さいふるい状となる｡放

射組織は異性 Ⅰ型およびⅡ型で 1- 5列となり,高さは 1mm以下｡

分布範囲は温帯上部｡九州に分布するのみ｡山地に生える落葉低木で,高さ 1m ほどになる｡

ツツジ属 (RhododendronL.)

シャクナゲ亜属 (Subgen.HymenanthesEndlicher)

シャクナゲ (ホンシャクナゲ)(RhododendronmetternichiiSieb.ctZucc.var.hondoenJeNakai)(写真78頁)

散孔材｡道管は直径が 50〃m以下で,年輪始めに接線状に 1列に並び環乳状 となる｡道管は徐々に

径を減じ,年輪後半の道管は直径 20〃m ほどで散在 し,接線状には並ばない｡年輪始めに道管のない

木繊維からなる層がみられる｡道管は階段穿孔を有し,階段数は30以内となる｡道管内壁にらせん肥厚

がみられる｡軸方向柔細胞はきわめて少ない｡道管放射組織間壁孔はふるい状でややまばらに分布する

かあるいは縦に一列にならぶ｡放射組織は異性]型で 1-6列となるが,板目面では単列のものの中に

5-6列のものが散在する｡直立細胞および単列の放射柔細胞は大形 となる｡高さは 0.5mm以下｡

木口面で放射組織の配列は途切れる傾向がある｡放射柔細胞の壁は厚い｡

分布範囲は温帯下部｡本州 (愛知県,長野県,富山県以西),四国に分布する｡渓谷の酸性土壌に生

える常緑低木｡

バイカツツジ亜属 (Subgen.Azaleastrum Drude)

バイカツツジ (RhododendroTHemibarbatumMaxim.)(写真79頁)

散孔材｡道管は直径 30〃m以下で,単独ないし2-3個複合して散在する｡道管は階段穿孔を有し,

階段数は20以内となる｡道管側壁にほほ対列状の壁孔が疎に存在する｡道管尾部にらせん肥厚が存在す

る｡道管放射組織間壁孔は小さいふるい状となる｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅠ型で 1-4列となり,

特に単列のものと3列のものが多く,高さは 1mm以下となる｡直立細胞は大形となる､｡

分布範囲は温帯下部｡本州,四国,九州に分布する｡山地に普通にみられる落葉低木｡

ヤマツツジ亜属 (AnthodendronRehder)

ヤマツツジ節 (sect.TsutsusiSweet)

ヤマツツジ (RhododendronobluJumPlanchonvar.kaemjJeriWilson)(写真80頁)

散孔材｡道管はほぼ単独で分布 し,直径は 50〃m以下で非常に小さいが,年輪の中央部でやや大き

くなる傾向がある｡道管は階段穿孔を有し,階段数は30以下となる｡道管尾部にらせん肥厚がみられ
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る｡道管放射組織間壁孔は階段状ないし対列状で小さく多い｡放射組織は異性Ⅰ型およびⅢ型で 1-5

列,高さは 0.5mhl以下で,多列部は長い単列翼部を有する｡多列放射組織の高さが低いので横断面

では放射組織がとぎれた像が頻繁にみられる｡単列放射組織は直立細胞のみからなり,板目面でみると

個々の細胞は凸レンズ形を呈する傾向がある｡

分布範囲は暖帯から温帯｡北海道,本州,四国,九州,屋久島に自生する｡至るところのLIJや丘の酸

性の地に普通にみられる半落葉低木｡

モチツツジ (RhododendronmacrojePalummaxim.)(写真81頁)

散孔材｡直径 40〃m以下の道管がほぼ単独で分布する｡道管は階段穿孔を有し,階段数は20以下と

なる｡道管尾部にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状となる｡放射組織は異性[型

で 1-5列となり,高さは 1mm 以下｡

分布範囲は暖帯から温帯下部｡本州,四国に分布する｡山地に生える半落葉低木で高さは 1-2m に

なる｡

オンツツジ節 (sect.sciadorhodionRehderetWilson)

ミソバツツジ (RhododendrondilatatumMiqucl)(写真82頁)

散孔材｡直径 50〃m 以下の道管が単独ないし2-6個不規則に複合して散在する｡道管は階段穿孔を

有し,階段数は30以下となる｡道管にチロースが詰まる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織

は異性Ⅲ型およびⅢ型で 1-5列となり,高さは 1mm 以下｡放射柔細胞の壁は厚い｡

分布範囲は温帯f部｡本州 (千葉県以西,滋賀県,和歌山県)に分布する｡山地に生える落葉低木で

高さ2m に達する｡

コバ ノミソバツツジ (RhododendronreliculatumD.Don)(写真83頁)

散孔材｡道管の直径は 40/̀m 以下で,単独ないし2-5個不規則に複合して散在する｡道管は階段

穿孔を有し,階段数は20以下｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく対列状 となる｡放射組織は異性

Ⅰ,Ⅰ,Ⅲ型で 1-4列となり,高さは 1mm 以下｡直立細胞および単列部の細胞はきわめて小さい｡

分布範囲は暖帯｡本州 (滋賀県,岐阜県,長野県,静岡県西部以西),四国,九州に分布する｡関西

の低山に普通にみられる落.菓低木で,高さは 2-3m に達する｡

ゴヨウツツジ (RhododendronquinquejbliumBissetetMoore)(写真84頁)

散孔材｡道管は通常直径 50〃m以下であるが,年輪始めに 1列に並ぶ道管はしばしば 50〃m を越え

る｡道管は接線方向にほぼ 1列に連なり,1年輪内に何本もみられるのが特徴となる｡道管は階段穿孔

を有し,階段数は50以下となる｡道管側壁には対列壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さくて多

く,ときに対列状となる｡放射組織は異性で 1-3列となる｡異性 Ⅰ型と[型が混合する｡放射組織が

2個以上軸方向に連なる｡

分布範囲は温帯｡本州 (東北地方から近畿までの太平洋側),四国に分布する落葉低木で高さは 4-6

m となる｡

ツガザクラ属 (PhyllodoceSalisb.)

アオノツガザクラ (PltyllodocealeuticaA.Heller)(写真85頁)

散孔材｡道管は 30/̀m 以下で,年輪始めにやや列をなして並ぶ傾向がある｡道管は階段穿孔を有し,

階段数は30以下となる｡道管側壁に階段壁孔および対列壁孔がみられる｡放射組織は単列同性で,軸方
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向に長い直立細胞からなり,1-10個軸方向に連なる｡

分布範囲は寒帯から温帯上部｡本州 (中部以北),北海道,樺太,千島,カムチャッカ,アリュー

シャン,アラスカに分布する高さ 10-30cmの常緑の低木｡

ネジキ属 (LyoniaNutt.)

ネジキ (Lyniaouallfoliadrudesubsp.nezikiHara)(写真86頁)

散孔材｡直径 50JJm前後の道管が単独ないし2-3個複合 して平等に散在する｡年輪の内境で道管

は分布数 ･直径 とも最大で,外側に向かって徐々に大きさを減 じ,年輪外項で直径 20FLm前後の道管

が 2-数個接線方向に並ぶ傾向がみられ,半環孔性を里する｡道管は階段穿孔を有し,道管尾部にかす

かならせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく交互状ないし対列状｡軸方向柔細胞

は少ない｡放射組織は異性 Ⅰ,1,Ⅲ型で 1-3(4)列 となり,多列部は5-20細胞高で直立細胞の

長い単列翼部を有 し,高さは0.5mm以下｡単列放射組織を構成する個々の直立細胞は板目面でみると

往々レンズ状を呈する傾向がある｡

分布範囲は暖帯｡本州 (岩手県以南),四国,九州に自生する｡山地の日当たりのよいところに多い

半常緑の低木または小高木｡辺 ･心材の区別なく淡赤褐色ないし白褐色｡肌目は撤密,木理不鮮明｡や

や重 く,強さは中位であるが堅硬な材｡反 り易 く,振れがひどい｡旋作,器具 (柿,洋傘の柄),木炭

(漆磨出し用炭)になる｡

アセビ属 (pierisD.Don)

アセビ (pieriSjaPonicaD.Don)(写真87頁)

散孔材｡道管は直径 50〃m 以下で,配列は接線方向に向かう傾向が著 しく,また年輪に沿って道管

が 1列に配列 し,半環孔性 となる｡小径の道管が単独ないし2- 3個複合 して平等に散在するが,年輪

の中ほどで直径 ･分布数とも大きい傾向がある｡年輪後半で 2-10個ほどの道管が接線方向に複合する

傾向がみられる｡道管は単穿孔 と階段穿孔を有 し,後者では階段の数は少なくまた階段の幅は広い｡道

管の内壁に水平のらせん肥厚がある｡軸方向柔細胞は散在状でかなり多い｡道管放射組織間壁孔は多少

横長の対列状｡放射組織は異性 Ⅲ型で 1-4列 となり,高さは 0.5mm以下｡直立細胞は大形で目だ

つ｡ ビスフレックがよくあらわれる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (山形県,宮城県以南),四国,九州に自生する常緑低木｡辺 ･心材の区別な

く淡赤褐ないし淡褐色｡肌目は撤密｡重 さ ･強さ中位であるが堅硬な材｡建築 (皮付 き床柱),旋作,

木象蕨,薪炭などになり,葉は殺虫剤に利用される｡

ドウダンツツジ属 (EnkiamthusLour.)

ドウダンツツジ節 (sect.Enkian血us)

ドウダンツツジ (Enkianlhu∫perulalu∫Schneider)(写真88頁)

散孔材｡年輪始めの道管は直径 60-70/̀mで他より大きく環礼状 となる｡接線方向に 1列に連なっ

た道管が 1年輪内に何本もみられる｡道管は階段穿孔を有 し,階段数は30以上となる｡道管側壁に対列

壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は対列状および交互状 となる｡放射組織は異性 Ⅰ,Ⅲ,Ⅲ型で

1-5列となり,高さはほとんど 1mm以下でときに 1mm を越える｡

分布範囲は暖帯｡四国 (高知県錦山)に自生する落葉低木｡高さは 1-3m となる｡

ベニ ドゥダン (チチブ ドウダン)(Enkianlhu∫cernuu∫Makinof.ruben∫Ohwi)(写真89頁)

散孔材｡年輪始めの道管は直径 60/Jm で他よりやや大 きい｡接線方向に一列に配列 した道管が 1年
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輪内に何本もみられる｡道管は階段穿孔を有し,階段数はほぼ30以下｡階段穿孔板の穿孔が不十分で網

状穿孔となる場合がある｡道管側壁に対列壁孔｡ しばしば道管側壁に壁孔城が島状に分布 してみられ

る｡軸方向柔細胞は年輪の後半で,道管の接線列の外側に接 して 1-2列の接線状に連なる｡道管放射

組織間壁孔は対列状ないし交互状できわめて小さく多数となる｡放射組織は異性[型およびⅢ型で 1-

8列となり,高さは 1mm以下｡

分布範囲は温帯｡本州,四国,九州の山地に分布する落葉低木で,高さは 1-3m に達する｡

スノキ属 (vaccinium L)

シャシャンボ節 (sect.BracteataNakai)

シャシャンボ (VacciniumbracleatumThunberg)(写真90頁)

散孔材｡直径 50〃m以下の非常に小さい道管が単独あるいは2-3個複合 して年輪内に均等に分布

する｡道管は階段穿孔で階段数は比較的少なくほぼ10以下で特に5以下のものが多い｡また,階段の間

隔は広い｡まれに単穿孔が認められる｡道管内壁には水平のらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁

孔は階段状ないし対列状となる｡放射組織は異性で単列のものと5-8列のものがある｡単列放射組織

は直立細胞のみからなり,板目面でみると個々の細胞は凸レンズ形を呈する傾向がある｡多列放射組織

にはさや細胞があり,高さが 2mm に達するものもある｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東南部,東海道,石川県以西),四国,九州,台湾,南朝鮮,中国に自生

する｡暖帯林に生える常緑の低木または小高木｡

スノキ節 (sect.cyanococcusA.Gray)

スノキ (VacciniumsmallilA.Gray)(写真91頁)

散孔材｡直径 30〃m 以下の道管がほぼ単独,ときに接線方向に2-4個複合する｡道管は階段穿孔

で階段数は20以下となる｡道管と木繊維に顕著ならせん肥厚が存在する｡放射組織は異性[型で 1-4

列となり,方形細胞と直立細胞の占める割合が多い｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州,四国,北海道,南千島,樺太に分布する落葉低木で,高さは 1-2m

となる｡

ナツハゼ (VacciniumoldhamiMiquel)(写真92頁)

散孔材｡道管は直径 50〃m以下で,単独ないし2-4個複合する｡道管は単穿孔と階段穿孔を有し,

階段数は10以内となる｡道管側壁に階段壁孔,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は階

段状ないしふるい状で,数が少なく小さい｡放射組織は異性Ⅰ型で 1-6列となり,高さは通常 1mm

以下であるがしばしば 1mm を越える｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,南朝鮮,中国に分布する｡日当たりのよい酸

性土の山地に普通な落葉低木｡

アクシバ節 (sect.0ⅩycoccoidesBenth.etHookerf.)

アクシバ (VacciniumjaPonicumMiq.)(写真93頁)

散孔材｡道管は 30〃m前後ときわめて小さく,単独ないし2-5個不規則に複合して分布する｡道

管は階段穿孔を有し,階段数はほぼ20以内となる｡道管側壁に階段壁孔がみられる｡道管と木繊維にら

せん肥厚がみられる｡放射組織は異性Ⅲ型で 1- 3列となり,高さは 1mm 以下｡単列のものは縦に

長い直立細胞からなる｡放射組織の末端壁は厚い｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮南部に分布する｡疎林の下に生える落葉

小低木｡
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ガンコウラン科 (Empetraceae)

ガンコウラン属 (EmpetrumL)

ガンコウラン (EmpelrumnigrumL.var.jaPonicumK.Koch)(写真94頁)

散孔材｡道管はほとんどが 50-80〃m で,単独ないし2-5個不規則に複合する｡道管は単穿孔を

有し,内腔にチロースが密に詰まる｡道管側壁に交互壁孔が存在する｡年輪界に沿って半帯状某組織が

みられる｡これら柔組織中に直径 10-30〃m の小さい道管が点在する｡道管放射組織間壁孔は小さく

多数｡放射組織は混在型で,直立細胞と平伏細胞からなるがほとんどが直立細胞である｡放射組織の幅

は 1-8列で,高さは 3mm以下｡

分布範囲は寒帯｡本州 (高山),北海道,千島,樺太,済川島,朝鮮,満州,東シベ リア,カム

チャッカに分布する｡T部は地をはう常緑の低木｡

ヤブコウジ科 (Myrsinaceae)

ツルマンリョウ属 (MyrsineL.)

タイミンタチバナ (My∫ine∫egu～nizLev.)(写真95頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡直径 50〃m の小さい道管が単独ないし2-3個複合 して均等に分布する｡

分布密度は余 り多くなく,木口面で放射組織の占める率は高い｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁およ

び道管 ･放射組織間にはきわめて多数の小さな壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は散在状および周囲状に

配列する｡放射組織は異性でしばしば10列以上となり,高さはしばしば 50mm以上ときわめて高い｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (千葉県以西),四国,九州,琉球,台湾,中国,インドシナ

に自生する｡暖地の林内に普通にみられる常緑の大型低木または小高木｡辺 ･心材の区別なく帯紫淡紅

ないし淡紅黄白色｡肌目敏密,木理不鮮明｡重 くかつ堅い材｡耐朽 ･保存性は高いが,反り,振れなど

狂いが生じ易い｡建築 (内部造作),家具 (装飾的単板),器具 (箱,小細工物)などになり,果実は食

用となる｡

ヤブコウジ属 (ArdisiaSwartz)

モクタチバナ (Ardl∫iaSieboldiiMiq.)(写真96頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡道管は直径 50-100/Jmで,単独ないし2-6個塊状ないし放射状に複合

する｡木口面のパターンはタイミンタチバナに似る｡道管は単穿孔および階段穿孔を有し,階段数は10

以下と少ない｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は散在状で一部周囲状とな

る｡道管放射組織間壁孔は交互状で小さく多い｡放射組織はほぼ同性で 3-6列であるがときにきわめ

て大きい広放射組織がみられる｡放射組織の高さは通常 2mm 以上となる｡放射柔細胞には菱形ない

し方形の結晶がみられる｡

分布範囲は亜熱帯｡四国 (南部),九州,琉球,小笠原,台湾,中国に分布する｡常緑照葉樹林内に

生える低木または小高木｡

マンリヨウ (Ardi∫iacrenataSims)(写真97頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡直径 50/Jm以下の道管が 2-10個放射方向に連なる｡道管は単穿孔を有

し,側壁に交互壁孔がみられる｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は散在状｡放射組織は混在型で

1-6列となり,高さは3mm を越える｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州,凶国,九州,琉球,朝鮮,中国,台湾,インドに分布する常緑の

小低木で,高さは 30-100cm となる｡
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ヤブコウジ (ArdisiajaPonicaBlume)(写真98頁)

散孔材｡直径 200/Jm以下の道管がまばらにほぼ単独,ときに2- 3個放射方向に複合する｡道管同

士の接する壁は厚い｡道管側壁に交互壁孔｡道管にチロースが詰まる｡軸方向柔組織は短接線状,網

状,周囲状となり,柾目面で一定間隔で規則的に配列する｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多

い｡放射組織は異性で 1-2列となり,高さは通常 5mm以下｡放射組織は層階状配列を示す｡

分布範囲は暖帯｡北海道 (奥尻島),本州,四国,九州,朝鮮,台湾,中国の丘陵地に分布する小低

木で,高さは 1-30cm となる｡

イズセンリョウ属 (MaesaForsk.)

シマイズセンリョウ (Mae∫aleneraMez)(写真99頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭.道管は直径 60/Jm 以下で単独ないし2-10個放射方向に複合する.道管

は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線

状｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は混在型で 1-6列となり,高さは 2mm 以下o平

伏細胞は大型で直立状となる｡

分布範囲は亜熱帯｡九州 (南部),琉球,台湾,中国に分布する常緑の低木で,高さは 1m 内外｡

イズセンリョウ (Mae∫ajaPonicaMoritzi)(写真100頁)

散孔材｡道管は直径 40〃m 以下で,単独ないし2-3個放射方向に複合する｡道管は階段穿孔を有

し,階段数は10以下｡道管の側壁に交互壁孔,内壁にらせん肥厚がみられる｡隔壁木繊維が存在する｡

放射組織は混在型で 1-4列となり,高さは非常に高 く10mm を越える｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東南部以西),四国,九州,琉球,台湾,中国,インドシナの

山地に生える小低木｡

カキノキ科 (Ebenaceae)

カキノキ属 (DiospyrosL)

リュウキュウマメガキ (シナノガキ)(DioJttyrOSjaPonicaSieb.etZucc.)(写真101頁)

散孔材｡道管の直径は200/̀m を越え,単独ないし2-4個複合し,まばらに分布する｡道管は単穿

孔を有 し,壁は厚い｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡軸方向栗細胞は短接線状および散在状に並

び,結晶はみられない｡放射組織は異性で 1-2列となり,高さは 0.5mm 以下で,層階状配列を示

す｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東地方以西),四国,九州,琉球,中国中部に分布する｡LlJに生える落葉

高木｡

マメガキ (Diosltyro∫lotusL.)(写真102頁)

散孔材｡道管は直径 200JJm 以下で,平等に配列するがときに接線方向に連結する傾向がみられる｡

道管の壁は厚い｡道管は単穿孔を有し,内腔にゴム質が詰まる｡軸方向柔細胞は周囲状,接線状ないし

散在状となる｡道管放射組織間壁孔はふるい状となる｡放射組織は異性で 1-2列となり,高さは 0.5

mm以下｡放射組織は板目面では規則的な層階状配列を示す｡

中国原産で,欧州南部,小アジアに野生化する｡古 く中国より渡来し,栽培される落葉高木｡

カキノキ (ヤマガキ)(Diosttyro∫kakiThunb.) (写真103頁)

散孔材｡道管は直径 200JJm に達し,単独ないし2- 3個放射方向に複合し,疎らに分布する｡道管
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壁は非常に厚い｡道管は単穿孔を有し,側壁の壁孔は交互状｡道管にときに着色物質が詰まる｡道管放

射組織間壁孔は小さく対列状｡軸方向菜細胞は顕著な周囲状および接線状で,結晶を有する多重栗細胞

を含む｡放射組織は異性で 1-2列ときに3列で,高さは 0.5mm以下｡放射組織は板目面で層階配

列を示す｡

分布範囲は暖帯｡本州西部,四国,九州,済川島,中国 (中部)に分布する｡ときに野生化するが,

これを天然生と考える人もある｡鮮新世や洪積世からの化石はない｡奈良朝以前の遺跡にはカキはでな

い｡奈良朝から平安朝の遺跡にはカキの遺体がでる｡中国から伝来したものである｡辺 ･心材の区別な

く淡紅灰白色｡ただし心材には黒色の縞が生じ,部分的には一面黒色となり,クロガキと称 して珍重す

る｡肌目は撤密｡やや重く,堅硬な材｡建築 (床柱,内部造作),器具 (寄木,木象蕨,棉)などに利

用され,果実は食用｡渋柿の実からはタンニン (柿渋)をとる｡

トキワガキ (D10SttyrO∫mOm'∫ianaHance)(写真104頁)

直径 200JJm以上の道管が単独ないし2,3個放射方向に複合して疎らに分布する｡道管は単穿孔を

有する｡軸方向柔組織は接線状および周囲状となる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射

組織は異性で 1-2列,ときに3列となり,高さ 1mm以下｡放射組織は層階状配列を示す｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (伊豆半島以西),四国,九州,琉球,台湾,中国の団地に分

布する常緑の小高木｡

エゴノキ科 (Styracaceae)

アサガラ属 (PterostyraxSieb.etZucc.)

オオバアサガラ (PleroJlyaxhisPidaSieb.etZucc.)(写真105頁)

道管は直径 100〃m以下で,単独は少なく,2-8個放射方向あるいは不規則に複合する｡道管は階

段穿孔を有し,階段数は20以下｡道管側壁に対列壁孔｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放

射組織は異性 Ⅰ型で 1-2列となり,高さは 1mm以下｡年輪外境に壁の厚い木繊維が並ぶ｡

分布範囲は温帯｡本州,四国,九州の山地に生える落葉高木｡

アサガラ (PteroゆγaxcorJmbo∫aSieb.etZucc.)(写真106頁)

散孔材｡直径 80〃m以下のやや小径の道管が 1-10個放射状ないし不規則に複合する｡道管は階段

穿孔を有し,側壁には対列壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は短接線状に配列する｡道管放射組織間壁孔

はきわめて小さく多い｡放射組織は異性 Ⅰ型および[型で 1-3(4)列,高さは 1mm以下となるが,

複数の多列放射組織が単列部を介して上下に連結することがある｡年輪外境には壁の厚い木繊維が2-

6列ときに10列以上並んでみられる｡ビスフレックが認められる｡

分布範囲は温帯｡本州 (鈴鹿山脈から西),四国,九州,中国中部に自生する落葉小高木｡辺 ･心材

の区別なく淡黄褐色ないし帯樟淡褐色｡肌目は微密｡軽軟で,割裂容易｡器具 (樽の呑み口,マッチの

軸木),薪炭になる｡

エゴノキ属 (StyraxL.)

ハクウンボク (Slyaxoba∫∫iaSieb.etZucc.)(写真107頁)

散孔材｡直径 100〃m以下の道管が 2-6個放射状および塊状に複合 して平等に配列するが年輪始め

でその数が多い｡道管は階段穿孔を有し,階段数は20以内｡道管側壁に交互壁孔および対列壁孔がみら

れる｡軸方向柔細胞は短接線状となる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射組織は異性]

型で 1- 3列となり,高さはほぼ 1mm以下でしばしば2個の放射組織が上下に連結する傾向がある｡
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一般に年輪界が細かい波状を示すことが多いことおよび軸方向柔細胞中にまれに結晶が認められること

からエゴノキと区別される｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,満州,中国に分布する｡山中にある落葉高木

で,ときに庭木とする｡材は傘のろくろ (糎櫨)に用いられる｡

エゴノキ (SlyaxjaPonicaSieb.etZucc.)(写真108頁)

散孔材｡直径 50-80JJm の道管が単独あるいは2-10個放射状,斜線状,小塊状に数個複合 して平

等に分布する｡個々の道管は薄壁であるが,年輪後半では小径で厚壁の道管が2-数個複合し,きわめ

て特徴的である｡道管は階段穿孔を有し,階段数は年輪前半ではほぼ10以下であるが,年輪後半ではと

きに30を越える｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は晩材部で長 く連続して 1-2列の接線状配列を

示す｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射組織は異性Ⅰ型で 1-4ときに5列で,高さは

ほぼ 1mm以下となり,高さは低いが数個の多列部が単列部を挟んで上下に連なることがある｡

分布範囲は亜熱帯,暖帯から温帯下部｡北海道,本州,四国,九州,琉球,朝鮮,中国に自生する｡

山地や原野の小川のふちに普通に生える落葉小高木｡辺 ･心材の区別なく淡黄白色ないし淡黄褐色｡肌

目は敏密｡やや重 く,強さ中位の材で,やや堅硬であるが,しなりやすい｡建築 (床柱),器具 (柄,

ステッキ,将棋の駒,玩具,独楽,棒の春口,算盤玉,楊枝,糸巻き,棉),土木 (護岸用),旋作 (傘

のろくろ,玩具),薪炭などになる｡

ハイノキ科 (Symplocaceae)

ハイノキ属 (SymplocosJacq.)

ハイノキ節 (Sect.LodhraG.Doll)

クロキ (SLymPloco∫lucidaSieb.etZucc.)(写真109頁)

散孔材｡道管の直径は 70〃m以下で,単独は少なく2-8個不規則に複合する｡道管は階段穿孔を

有し,階段数は100に達する｡道管と木繊維にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状お

よび対列状となる｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅡ型で 1-2列ときに3列で,高さは通常 1mm 以下

でしばしば 1mm を越える｡単列部を介して2ないし3個の放射組織が軸方向に連なる｡ ビスフレッ

クが存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (千葉県以西),四国,九州,琉球,台湾,済州島の海岸近くの照葉樹林に生

える常緑小高木｡材は漏斗,柄類,船材,海苔租采,喫姻用パイプ,鉄道車柄,刷子木地,柱束,洋傘

柄,バイオリン甲板,洋琴および風琴の響板,マッチ木箱木地,戸,障子,測竿,飾松などに用いられ

る｡

ミミズバイ (SLymPloco∫glaucaKoidz.)(写真110頁)

散孔材｡直径 60-70〃mの道管が単独ないし2-4個複合する｡道管は階段穿孔を有し,階段数は

50以下｡道管側壁に階段壁孔｡道管と木繊維にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状と

なる｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅠ型で 1-6列となり,高さは 3mm以下｡ビスフレックが存在す

る｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (千葉県以西),四国,九州,琉球,台湾,中国,インドシナの照

葉樹林に生える常緑の小高木｡

カンザプロウノキ (SLymPloco∫lheophra∫taejToliaSieb.etZucc.)(写真111頁)

散孔材｡道管は直径 50-100FLmで,単独ないし2-3個塊状に複合する｡年輪外境の木繊維は厚壁
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となる｡道管は階段穿孔を有し,階段数は多い｡道管と木繊維にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織

間壁孔は階段状となる｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅡ型で 1-6ときに 7列となり,ときにはその幅が

100〃m に達する｡放射組織は2-3個縦に連なる｡ときにビスフレックが出現する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (静岡県以西),四国,九州,琉球,台湾,中国に分布する｡山に生える常緑

の小高木｡

シロバイ (sLymPloco∫lanclfoliaSieb.etZucc.)(写真112頁)

散孔材｡道管は直径が 70/Jm以下で,単独ないし2-3個複合する｡道管は階段穿孔を有 し,内壁

にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡木繊維にもらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間

壁孔は対列状ないし階段状で小さく多数｡放射組織は異性 Ⅰ型および[型で 1-4列となる｡単列部を

介 して2ないし3個の放射組織が軸方向に連なる｡放射組織の高さはおおむね 1mm 以下であるがと

きに 1mm以上になることがある｡ ビスフレックが多い｡

分布範囲は暖帯｡本州 (近畿地方以西),四国,九州,台湾,中国 (南部)に分布する｡やや乾いた

山地に普通にみられる常緑の小高木｡

クロバイ (Stymploco∫prumjToliaSieb.etZucc.)(写真113頁)

散孔材｡道管は直径 70〃m以下で,単独のものおよび不規則に複合するものからなる｡道管は階段

穿孔を有し,階段数は50以下｡道管ならびに木繊維にらせん肥厚が存在する｡年輪の後半では軸方向柔

細胞が 1列の短接線状に配列する｡道管放射組織間壁孔は大きく,階段状ないし対列状となる｡放射組

織は異性 Ⅰ型およびⅡ型で,1-2ときに3列となり,高さはおおむね 1mm 以下｡ビスフレックが存

在する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東地方以西),四国,九州,琉球,朝鮮 (南部)に分布する｡山地に普通

に生える常緑高木｡

ハイノキ (Fu,mploco∫mJrtaCeaSieb.etZucc.)(写真114頁)

散孔材｡道管の直径は 50-60/̀m 以下で非常に小さい｡道管は階段穿孔を有 し,階段数は通常50以

下であるが,ときに70に達する｡道管と木繊維にやや不明瞭ならせん肥厚がみられる｡道管放射組織間

には対列壁孔や階段壁孔がみられるほか縦一列に壁孔がならぶ｡軸方向柔細胞にしばしば結晶が認めら

れる｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅡ型で 1-4ときに5列,高さは 1mm 以下ときに 1mm を越える｡

しばしば複数の多列放射組織が直立細胞の単列部を介して上下に長 く連結する｡ ビスフレックが存在す

る｡

分布範囲は暖帯｡本州 (近畿以西),四国,九州に自生する常緑の小高木｡辺 ･心材の区別なく淡黄

白ないし淡灰褐色｡肌目はやや徴密｡重さ中庸で,やや堅硬｡器具 (将棋の駒,箸,小細工物),薪炭

になる｡ハイノキの名はこの木を焼いて灰汁から媒染剤をとるため｡

サワフタギ節 (sect.paluraG.Don)

サワフタギ (sLymPlocoSChinen∫i∫Drucevar.lcucocarpaOhwil.pilo∫aOhwi)(写真115頁)

散孔材｡直径 60FLm以下の道管が単独で,ときに2,3個複合して分布する｡道管は階段穿孔で,

階段数は90に達する｡道管放射組織間壁孔はやや疎らなふるい状｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅡ型で

1,2列となり,高さは 1mm以下｡通常 1つの放射組織に多列部が複数ある｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,満州,中国に分布する｡山の谷間等に

生える落葉低木｡
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タンナサワフタギ (sLymPlocoSCOreanaOhwi)(写真116頁)

散孔材｡道管は直径が 70-100/Jm でほぼ単独で分布する｡道管は階段穿孔を有し,階段数は 通常

10-50であるがときに100を越える｡軸方向柔細胞は短接線状および散在状となる｡道管放射組織間壁

孔は小さく多い｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅠ型で 1-3列となり,軸方向に2,3個が連なる｡ビス

フレックが存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州 (関東地方以西),四国,九州,朝鮮 (済川島)に分布する｡LUに生

える落葉低木｡

モクセイ科 (oleaceae)

ハシドイ属 (SyringaL.)

ハシドイ (sLyringareticulaiaHara)(写真117頁)

散孔材｡直径 50-80/Jm の道管がほぼ一様に分布するが,年輪始めに年輪界に沿って道管が配列す

ることがある｡道管直径の移行はきわめてゆるやかで,その輪郭は多角形で,単独のものが多いが,放

射状,斜線状,接線状あるいは不規則に複合するものが混じる｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交

互壁孔｡道管中に平板状のチロースがみられる｡道管にかすかならせん肥厚が存在する｡軸方向栗細胞

はきわめて少ない｡道管放射組織間壁孔はやや大形で多数｡放射組織は異性 Ⅰ型およびⅢ型で 1-2列

となり,高さは0.5mm以下であるがときに 1mm に達する｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,千島 (南部)に分布する｡山地に生える落葉小

高木｡

トネリコ属 (FraxinusL)

アオダモ (コバノトネリコ)(Fraxinu∫lanugino∫aKoidz.r.∫errataMurata)(写真118頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 250〃m以下で 1-3列となり,接線方向に不連続となる｡孔圏外では道管

は 1-6個が放射状ないし塊状に複合する｡小道管の壁は厚 く,小道管相互壁は特に厚い｡道管は単穿

孔を有し,内腔にはチロースがみられる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は周国状ないし2-6列

のターミナル状｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射組織は同性で 1-3列となり,高さ

は 0.5mm以下｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,千島 (南部),朝鮮に分布する｡材は野球用バ ット,

木楠,床柱,ラケット枠に用いられる｡

トネリコ (FraxinuSjaPonicaBlume)(写真119頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 300〃m以下となり,1-5列で孔圏を形成する｡孔圏外の小道管は単独な

いし2-4個放射方向に複合して散在する｡小道管の壁は非常に厚 く,小道管相互壁は特に厚い｡道管

は単穿孔を有 し,内腔にはチロースが存在する｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は周囲状および

ターミナル状に配列 し,周囲状のものは年輪の外境に近ずくにつれて翼状ないし連合翼状となる｡ター

ミナル柔組織は4-5列できわめて顕著である｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射組織

は同性で 1-2(4)列となり,高さは 1mm以下｡ビスフレックがみられることがある｡

分布範囲は温帯｡本州 (中部地方以北)に自生する落葉高木｡辺材は淡黄白色ないし帯紅淡黄白色,

心材は帯黄淡褐色｡木理通直,肌目は粗い｡重 くて,強靭 ･堅硬な良材｡しなりやすい｡運動具 (野球

のバットとして最も賞用される),器具 (指物,杓子,柄,洋傘の柄,ステッキ,漆器木地),旋作,節

炭などになる｡
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シオジ節 (sect.FraxinasterDC.)

ヤチダモ (F71aXinu∫mand∫huricaRupr.var.japonicaMaxim.)(写真120頁)
環孔材｡孔圏道管は 1-5列で,非常に大きく300-400ノJm に達する｡孔圏外の小道管は単独ない

し2-4個放射方向に複合して散在する｡小道管の壁は厚 く,小道管相互壁は特に厚い｡道管は単穿孔

を有 し,内腔にはチロースが存在する｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向某組織は周囲状および2-6列の

顕著なターミナル状で,周囲状柔組織は年輪の外境に近ずくにつれて翼状ないし連合翼状となる｡道管

放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射組織は同性で 1-3列,ときに4列,高さは 0.5mm 以

下｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州 (中部地方以西),朝鮮に自生する｡山間の湿地に生える落葉高木｡

辺材は黄白色,心材は淡黄褐色｡木理通直,肌目は粗い｡重さ中庸で,やや強勤 ･堅硬な材｡建築 (建

具,鏡板,内部造作),家具 (洋家具,陳列棚,仏壇),合板 (表板,装飾単板),器具 (指物,算盤の

枠,盆,ブラシの背板,額縁),運動具 (ホッケーのスティック,ボー トのオール),車両 (車体,内

装),楽器 (太鼓の胴,琵琶の胴と腹板,諸楽器の外囲),土木 (枕木),旋作,薪炭などになり,クリ

の模擬材｡

シオジ (Fraxlnu∫SPaelhlanaLingelsh.)(写真121頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 300-400FLm と非常に大きく2-4列となり,孔圏外では急に大きさを減

じ直径 50-100/川1で,単独ないし2,3個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有する｡小道管の壁

は厚 く,道管相互が接する壁は特に厚い｡道管側壁に交互壁孔｡木繊維は放射状に配列する｡軸方向柔

細胞は周囲状,2- 8列の顕著なターミナル状,散在状となり多室柔細胞が多い｡道管放射組織間壁孔

はきわめて小さく多い｡放射組織は同性で 1-4列となり,高さ 1mm以下｡

分布範囲は温帯｡本州 (関東地方以西),凶国,九州に分布する｡山に生える落葉高木｡材は床柱,

鏡台,茶部台,火鉢,食卓,長持ち,針箱,帆,秦,椅子,陳列棚,琵琶の胴や腹板,洋琴や風琴の外

枠,洋楽太鼓胴,木魚,仏壇,建具,額縁,箪笥,鏡板,洋家具,写真暗箱,指物彫刻,算盤枠,オー

ル,鉄道枕木,滑車枠,滑車,ラケット枠,挽物盆,刷子木地などに用いられる｡

イボタノキ属 (LigustrumL.)

ミヤマイボタ (Ligu∫わ-umt∫chono∫kiiDccnc)(写真122頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 100-120FLmで,ほぼ 1列であるがときに2-3列となる｡孔圏外の道管

は直径 50FLm以下でほぼ単独ないし2-5個複合して散在する｡さらに,年輪外境の道管は直径 10-

20/̀m となる｡道管は単穿孔を有 し,内壁には粗いらせん肥厚がみられる｡繊維状仮道管にもらせん

肥厚がみられる｡木繊維にはらせん肥厚を欠 く｡木繊維に隔壁がみられることがある｡道管放射組織間

壁孔はやや大形のふるい状｡放射組織は異性でⅡ型 とⅢ型で 1-2列となり,高さは 1mm 以下｡と

きに放射組織が軸方向に連なる｡放射柔細胞に小型で方形の結晶が存在する｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,樺太に分布する｡山地に生える落葉低木｡

イボタノキ (Ligu∫lrumobtuSlfoliumSieb.ctZucc.)(写真123頁)

環孔材｡道管は非常に小さく50/Jm以下で散礼状を里するが,年輪界付近では少 し大 きめの道管

(70-80〃m)が 1列に並んでみられる｡道管は単穿孔を有する｡道管内壁には粗いらせん肥厚がみら

れる｡繊維状仮道管にもらせん肥厚が存在するが木繊維にはらせん肥厚を欠く｡木繊維にまれに隔壁が

みられる｡道管放射組織間壁孔はやや大きく疎｡放射組織は異性Ⅲ型とⅢ型で 1-2列となるが,通常

2列が多く,高さは 1mm以下｡放射柔細胞に長方形の小さい結晶が多数みられる｡
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分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮に自生する｡山野に普通な落葉低木｡材

の利用特になし｡

オオバイボタ (Ligu∫trumovahfoliumHassk.)(写真124頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 50-100FLmで年輪始めに 1-2列をなしてやや不連続となって並ぶ｡孔圏

外道管は直径 50〃m以下で,単独ないし2-6個不規則に複合する｡道管は単穿孔を有し,内壁には

らせん肥厚がみられる｡道管側壁の壁孔はやや疎らに分布する｡繊維状仮道管にもらせん肥厚がみられ

るが木繊維にはみられない｡木繊維にしばしば隔壁が存在する｡道管放射組織間壁孔は大形のふるい状

となる｡軸方向柔組織は短接線状となる｡放射柔細胞には小型で方形の結晶がみられる｡放射組織は異

性]型とⅢ型で 1-2列となり,高さは 1mm以下｡板目面では道管と木繊維が層階状となる｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮に分布する｡海岸近くに生える半常緑の低木｡

ネズ ミモチ (IJigu∫lrumjaPonicumThumb.)(写真125頁)

環孔材｡道管は直径が 50/̀m以下で,孔困道管はやや大きく,おおむね単独あるいは接線方向に疎

に分布し,散孔状を呈する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁には壁孔

がまばらに存在する｡木繊維や繊維状仮道管にもらせん肥厚がみられる｡隔壁木繊維が存在する｡道管

放射組織間壁孔はやや大きいふるい状となる｡放射組織はおおむね異性Ⅲ型で 1-2列となり,高さは

1mm以下｡縁辺の直立細胞は大きく目だつ｡放射組織に小型で方形の結晶がみられることがある｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮,琉球,台湾,中国に分布する｡山に自生するが,生け垣

などによく植えられる常緑の大形低木｡

モクセイ属 (Osman血ustour.)

シマモクセイ (ナタオレノキ)(0∫manthu∫in∫ulari∫Koidz.)(写真126頁)

紋様孔材.直径 50JJm前後の道管が火炎状に配列する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚

がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は3-4列をなしてイニシアル柔組織となる｡道管放

射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織は異性Ⅲ型で 1- 3列となり,高さは 0.5mm以下｡放射組織

の上下縁辺に 1個存在する直立細胞は大形である｡放射組織に不定形の小さい結晶が多くみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (福井県以西,八丈島),四国,九州,琉球,台湾,小笠原,朝鮮

(巨文島)に分布する常緑の高木｡

ヒイラギ (0∫manthu∫heteroprtyllu∫P.S.Green)(写真127頁)

紋様孔材｡直径 50JJm 以下のきわめて小さい道管が多数集合 し,年輪界に無関係に火炎状,x字状

などの紋様状に配列する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞が 3-

4列 をなして顕著なイニシアル状に並ぶ｡放射組織は異性Ⅲ型で 1-2列となり,高さは 0.5mm以

下｡直立細胞は大形で目立つ｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東以西),四国,九州,琉球,台湾に自生する常緑小高木｡材は強靭かつ

堅硬で割裂困難｡木槌,画軸,将棋の駒,独楽,算盤玉,玉用材,和風馬鞍,普,棉,木剣,洋傘柄手

元,三味線の駒や擬,琵琶の擬,印判,ろくろ細工,薪炭などに用いられる｡

ヒイラギモクセイ (o∫manthu∫×fortuneiCarr.)(写真128頁)

紋様孔材｡直径 50ノJm以下の道管が火炎状に配列する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚が

みられる｡道管側壁に交互状の壁孔が疎らにみられる｡軸方向柔細胞が2-4列をなして顕著なイニシ

- 60-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

アル状に並ぶ｡これとは別に軸方向柔細胞が年輪中央に 1-2列に並ぶこともある｡道管放射組織間壁

孔はきわめて小さく多い｡放射組織は異性 Ⅰ,Ⅲ,Ⅲ型で 1-2列となり,高さはきわめて低 く,0.5

mm以下｡縁辺の直立細胞は大きく目だつ｡

ヒイラギとギンモクセイの雑種と考えられている｡

キンモクセイ (o∫manlhu∫fragran∫Lour.var.auranliacu∫Makino)(写真129頁)

紋様孔材｡直径 50〃m以下の道管が火炎状に配列する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚

がみられる｡軸方向柔細胞が3-4列をなして顕著なイニシアル状に並ぶ｡道管放射組織間壁孔はきわ

めて小さく多い｡放射組織は異性Ⅲ型で 1-2列となり,高さはきわめて低 く,0.3mm以下｡縁辺の

直立細胞は大きく目だつ｡

中国原産の常緑小高木で,庭に広 く植栽される｡

ヒトツバタゴ属 (ChionanthuSL.)

ヒトツバタゴ (Chionanl/luSreluJu∫Lindl.etPaxton)(写真130頁)

環孔材｡孔圏道管はやや大きく1-3列となり,孔圏外では小道管が火炎状に配列する｡道管は単穿

孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は3-5列のターミナル状,周囲状,散在状と

なる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性に近い異性Ⅲ型で縁辺部はやや丸まった直立

細胞となり,高さは 0.5mm以下｡柾目面でみた平伏細胞に水平に一列に並んだ壁孔の筋がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (愛知県,岐阜県),対馬,朝鮮,中国,台湾に分布する｡高さ30m にも達

する落葉高木｡

マチン科 (Loganiaceae)

ホウライカズラ属 (GardneriaWall.)

ホウライカズラ (Gardnerianutan∫Sieb.etZtlCC.)(写真131頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡直径 100〃m以下の道管が単独ないし2-4個放射方向に複合して分布す

る｡道管に単穿孔ときに階段穿孔がみられる｡隔壁木繊維は放射方向に幅が広い｡道管放射組織間壁孔

はきわめて小さく多い｡放射組織は異性で 1-8列となり,高さは 1mm以下｡直立細胞がきわめて

大きく軸方向柔細胞とまざらわしい｡平伏細胞がきわめて小さい｡

分布範囲は暖帯｡本州 (千葉県以西),凹国,九州,琉球の林に生える常緑のつる性木本｡

キョウチクトウ科 (Apocynaceae)

テイカカズラ属 (Trachelospermum Lemaire)

テイカカズラ (Trachelospermuma∫iaticumNakai)(写真132頁)

環孔材｡年輪界は不明瞭｡孔圏道管は 300FLm に達し接線方向に不連続となるが,孔圏外の道管は直

径 50〃m以下となり,放射方向に10個以上連なる｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられ,

内腔に着色物質が存在する｡道管の壁はやや厚い｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は異性

Ⅰ型とⅢ型で,通常 1-5列であるがまれに巨大な広放射組織からなり,高さは 1mm以下｡放射組

織に単穿孔が存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮の山野に普通にみられる常緑のつる性木本｡

サカキカズラ属 (AmodendronA.DC.)

サカキカズラ (AnodendronqがneDruce)(写真133頁)
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散孔材｡道管は直径 300FLm に達 し,放射方向に不連続に並ぶ傾向がみられる｡道管は単穿孔を有す

る｡道管壁はやや厚いがその他の壁は薄い｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は周囲状ないし散在状

となる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は異性で 1-2列であるが,単列放射組織の占め

る割合が高い｡放射組織に単穿孔が存在する｡

分布範囲は暖帯南部から熱帯｡本州 (千葉県以西),四国,九州,琉球,台湾,中国,インドに分布

する｡林内に生える常緑の藤本｡

キョウチク トウ属 (NeriumL.)

キョウチクトウ (NeriumindicumMill.)(写真134頁)

散孔材｡年輪界はやや不明瞭｡道管は 50〃m ほどで,単独ないし2-10個が放射方向に複合する｡

年輪始めは道管の数がやや多い｡道管壁はやや厚い｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡軸

方向莱細胞の一部は多重結晶細胞となる｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡また放射組織には単穿孔

がみられることがある｡放射組織は異性で,1-2列となり,高さは 0.5mm以下｡平伏細胞は10細胞

高以内で,直立細胞が大きく目だつ｡

インド原産の常緑小高木で,鑑賞用として庭に植えられる｡中国では明代に入 り,日本では徳川中期

に入っていた｡

アカネ科 (Rubiaceae)

キナノキ亜科 (subfam.Cinchonoideae)

クチナシ属 (GardeniaEllis)

クチナシ (Gardeniaja∫minoide∫Ellis)(写真135頁)

散孔材｡道管は直径 50FLm前後で,ほぼ単独で存在 し,ときに2,3個複合 して平等に分布する｡

道管は階段穿孔を有し,階段数はあまり多くなく,1-10となるが 3くらいのものが多い｡また,階段

の間隔は広い｡軸方向柔細胞は散在状でときに大形の多重結晶細胞となる｡道管放射組織間壁孔は長い

スリット状で階段状の傾向があるが,ふるい状,あるいはレンズ状のものもみられる｡放射組織は異性

Ⅰ型とⅢ型で 1-8列 となり,高さは 1mm 以下｡なお,放射柔細胞の末端壁は水平方向に肥厚 して

階段状を呈する｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (静岡県以西),四国,九州,琉球,台湾,中国,インドシナに分

布する｡暖帯林下に生える低木｡

ミサオノキ属 (RandiaL)

ミサオノキ (Randiacochinchinensi∫Merrill)(写真136頁)

散孔材｡年輪界はやや不明瞭｡道管は直径 70/Jm 以下で,単独ないし2,3個複合するが,年輪界

に道管が並ぶ傾向がみられる｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小

さく多数｡放射組織は異性 Ⅱ型 とⅢ型で 1-3列となり,高さは 1mm 以下｡柾 目面で直立細胞の接

線壁が水平方向に長 く肥厚 し階段状 となる｡放射組織に単穿孔が存在する｡

分布範囲は暖帯南部,亜熱帯から熱帯｡本州 (和歌山県),四国,九州,琉球,中国南部,台湾,イ

ンドシナ,マレイシア,インド,オーストラリア,ポリネシアに分布する高さ2-3m の常緑低木｡

ギョクシンカ属 (TarennaGaertner)

ギョクシンカ (Tarennagyoku∫hinkwaOhwi)(写真137頁)

散孔材｡年輪界はやや不明瞭｡道管は直径 50/Jm 以下で,単独ないし2-4個複合する｡道管は単
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穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡木繊維の壁はやや厚い｡道管放射組織間壁孔は小さくて多く,ふ

るい状 となる｡放射組織は異性 Ⅰ,Ⅲ,Ⅲ型で 1-2列,まれに3列となり,高さは 1mm 以下｡直

立細胞は軸方向にかなり長い｡柾目面でみると放射柔細胞,特に直立細胞の接線壁が水平方向に長く肥

厚 し階段状にみえる｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡九州,琉球に分布する常緑の低木｡

カギカズラ属 (UncariaSchreber)

カギカズラ (UncariarlLynChoprtyllaMiquel)(写真138頁)

散孔材｡道管は直径が 200-300〃m前後で単独ないし2-3個まれに5,6個複合する｡道管は単

穿孔を有する｡軸方向柔細胞は散在状および短接線状｡道管放射組織間壁孔はやや大きくふるい状とな

る｡放射組織は異性 Ⅰ型で 1-5列となり,高さ2mm以下で,直立部が非常に長い｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (千葉県以西),四国,九州,中国南部に分布する｡山地の森林に

生える蔓性木本｡

タ二ワタリノキ属 (AdimaSalisbury)

へツカニガキ (Adinaracemo∫aMiquel)(写真139頁)

散孔材｡道管は年輪始めでやや大きく200/̀m に達 し,ほぼ単独で分布する｡道管は単穿孔を有し,

内腔に着色物質がみられる｡軸方向柔細胞は散在状,接線状および短接線状｡道管放射組織間壁孔は小

さく多数｡放射組織はおおむね異性 Ⅰ型とⅢ型で 1-2列ときに3列となり,高さは 1mm以下｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡九州 (南部),四国 (南部),琉球,台湾,中国中南部に分布する｡

高さ5-6m の落葉樹｡

タニワタリノキ (AdinaPilulljTeraFranchet)(写真140頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡道管は直径が 60-80〃m 以下で,単独のものが多いが 2,3個複合する

ものも見られる｡道管は単穿孔を有する｡道管に着色物質｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は散在

状｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織は異性 Ⅰ型と]型で 1-3列となり,直立細胞が多く

平伏細胞の割合が少ない｡放射組織は単列部を介して軸方向に2,3個連なる｡放射柔細胞の末端壁は

厚い｡放射組織に単穿孔がみられる｡ ビスフレックが多い｡

アジアとアメリカの熱帯に数種がある｡高木または低木｡

アカネ亜科 (subfam.Rubiaceae)

アリドオシ属 (DamnacanthusGaertn.丘L)

アリドオシ (Damnacanthu∫indicu∫Gaertncrf.)(写真141頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 150-250/Jmで,5-7列となり,孔圏外道管は2-10個あるいはそれ以上

が複合 して斜線状ないレト塊状に配列する｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管

放射組織間壁孔はふるい状となる｡放射組織は異性Ⅲ型で 1-8列となり,高さは 1mm以下｡平伏

細胞も形は縦方向にやや長い｡ときにさや細胞が存在する｡

分布範囲は暖帯,亜熱帯から熱帯｡本州 (関東以西),四国,九州,琉球,南朝鮮,台湾,中国南部,

タイ,インド東北部に分布する｡山地の木陰に普通に生える常緑低木｡

ルリミノキ属 (LasianthusJack)

ルリミノキ (LaSianlhuJjaPonicu∫Miquel)(写真142頁)
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散孔材｡道管は直径 50/̀m以下で,放射方向に 2-10個複合する｡道管は単穿孔および階段穿孔を

有するが,階段数は10以内と少ない｡単穿孔には大小あり,一つの道管要素に複数みられることもある｡

道管と柔細胞とが見分けにくい｡道管放射組織間壁孔は小さく多数みられる｡木繊維壁は厚い｡放射組

織は単列同性で,個々の細胞は軸方向に長く柔細胞ストランドのようにみえる｡放射組織に階段穿孔｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (静岡県以西),四国,九州,琉球,台湾,中国南部に分布す

る｡暖地に生える常緑低木｡

シチョウゲ属 (LeptodermisWall.)

シチョウゲ (イワハギ)(LeptodermispulchellaYatabe)(写真143頁)

環孔材｡孔圏道管はほぼ 100〃mで 1-3列となり,孔圏外道管は斜線状,塊状,放射状に配列す

る｡周囲柔組織が顕著となり特に年輪界では帯状となる｡道管は単穿孔を有し,内腔にチロースがみら

れる｡道管に着色物質がみられる｡道管および木繊維の壁は厚い｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡

放射組織は同性ないし異性で 1-7列となり,高さはほぼ 1mm以下,まれに 1mm を越える｡ビス

フレックが存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (和歌山県,三重県,奈良県),四国 (高知県)に自生し,川のふちの岩上に

生える落葉低木｡

ヤ工ヤマアオキ属 (MorindaL.)

ヤエヤマアオキ (MorindacitnjToriaL.)(写真144頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡道管は単独のものは少なく,2-20個以上放射方向に複合して分布する｡

軸方向柔細胞が多 く,全体に細胞壁は薄い｡道管は単穿孔を有する｡道管放射組織間壁孔は小さく多

数｡放射組織は異性IU型で 1-8列となるが5,6列のものが多い｡高さは通常 1mm以下であるが,

ときに 1mm を越えることがある｡さや細胞がみられる｡平伏細胞は方形に近く高さが高い｡

分布範囲は亜熱帯から熱帯｡小笠原諸島,琉球,台湾,中国大陸,東南アジア,インド,オーストラ

リア,太平洋諸島の海の近くの林縁に生える低木または小高木で,高さは 1.5-5mになる｡

へクソカズラ属 (PaederiaLinn.)

へクソカズラ (Paederia∫canden∫Merrillvar.maireiHara)(写真145頁)

散孔材｡道管は 200-250FLmのものと 100〃m のものが混在する｡道管は単独ないし,2-3個複

合してみられる｡大形の道管はときに変形している｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔がみ

られる｡道管放射組織間壁孔はやや大きくふるい状となる｡巨大放射組織を有し,高さは 10mm越え

る｡それ以外の放射組織は混在型で 1-7列となり,高さは2-3mm以下｡

ムラサキ科 (Boraginaceae)

チシャノキ属 (EhretiaL.)

マルバチシャノキ (Ehreliadick∫oniiHance)(写真146頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡直径 150/Jm以下の道管がほぼ単独ないし2-5個放射方向に複合する｡

道管は単穿孔を有 し,内腔にチロースが詰まる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔組織は周囲状,翼状お

よび5-10列の帯状となる｡道管放射組織間壁孔はきわめて大形で,ふるい状ないし階段状となる｡放

射組織は異性Ⅱ型とⅢ型で 1-4列となり,高さは 1mm以下｡放射組織に結晶が存在する｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (千葉県以西),四国,九州,琉球,台湾,中国大陸に分布す

る落葉小高木｡
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チシャノキ (EhreliaoualljToliaHassk.)(写真147頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 250-300/Jmで 1-2列となり,孔圏を外れると道管の径は急に減少する｡

孔圏外の小道管は単独または2-3個複合するが,年輪の外境に近ず くにつれて数個ないし十数個が放

射状,接線状,団塊状のほかに不規則に複合 して散在する｡道管は単穿孔を有する｡孔圏外の小道管に

らせん肥厚がみられる｡道管に着色物質が存在する｡軸方向柔細胞は顕著で,周囲状,短接線状および

散在状となる｡特に,高さの揃った軸方向柔細胞が柾目面で2-4細胞列ごとにほぼ一定の間隔でみら

れる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性で 1-5列で,高さは 1mm以下｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (中国地方,日本海岸にもある),四国,九州,沖縄,台湾,中国

に自生する｡中国地方,四国,九州の低地に生える落葉高木｡辺 ･心材の区別なく黄白色ないし黄褐

色｡やや重い材であるが,加工は容易｡器具 (洋傘の柄,牛鞍,旋作 (菓子皿),ボタン,小工芸品,

家具 (箪笥の前板,茶棚,内部装飾材)などに使われる｡

クマツヅラ科 (Verbenaceae)

ハマゴウ属 (VitexL.)

ニンジンボク (VilexcannabljToliaSicb.etZucc.)(写真148頁)

環孔材｡道管は孔圏部で直径 100-120JJmのものが 2-3列に並び,孔圏外では 50〃m前後とな

り,単独ないし2-10個放射状,塊状に複合する｡道管は単穿孔を有し,壁はやや厚い｡道管側壁に交

互壁孔｡隔壁木繊維がみられる｡道管放射組織間壁孔はやや大きくふるい状となる｡放射組織は異性Ⅲ

型で 1-5列であるが,2列のものが特に多 く,高さは Imm以下｡平伏細胞は方形に近い｡

分布範囲は中国原産の落葉低木で,時に庭に植えられる｡

ハマゴウ (Vilexrolund2foliaL f.)(写真149頁)

環孔材｡直径 100-150〃mの道管が5-6列 となって乱国を形成する｡年輪の外側に向かって道管

は直径を減じ,単独ないし2,3個複合する｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡道管にチ

ロースが詰まる｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織間壁孔はやや小さく多数みられる｡放射組織は

同性ないし異性で 1-5列となり,高さは 1mm以下｡ビスフレックが多く存在する｡

分布範囲は暖帯から熱帯｡本州,四国,九州,琉球,朝鮮,台湾,中国,東南アジア,太平洋諸島,

オース トラリアに分布する｡海岸の砂地に普通｡

ハマクサギ属 (PremnaL.)

ハマクサギ (PremnajaPonicaMiq.)(写真150頁)

環孔材｡孔圏道管は直径約 100〃mで,1列 で接線方向に不連続にならぶ｡孔圏外道管は直径が漸減

し,単独ないし2-3個複合する｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維が存在す

る｡道管放射組織間壁孔はふるい状 となりやや小さく多数みられる｡放射組織は異性 Ⅰ型 とⅢ型で,

1-4列となり,高さは 1mm以下｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (近畿以西),四回,九州,琉球,台湾に分布する｡海に近いとこ

ろに生える落葉小高木｡

クサギ属 (ClerodendronL)

クサギ (clerodendrontricholomumThumb.)(写真151頁)

環孔材｡孔圏道管は多列で直径 200-250/Jm となり,比較的まばらに並び,孔圏外に向かって徐々

に大きさを減 じる｡道管はほぼ単独であるが,ときに2-3個複合することもある｡小道管の壁は厚
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い｡小道管は散在状ないしやや接線状に分布する｡道管は単穿孔を有 し,内腔にチロースがみられる｡

軸方向柔細胞は顕著でイニシアル状ないし周囲状となり,年輪の外境に近づ くにつれて翼状から連合翼

状となる｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は異性であるが,同性の多列放射組織 も多くみ

られる｡放射組織の幅は通常 1-5列であるがまれに8列となり,高さは 1mm以下｡

分布範囲は温帯から亜熱帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,琉球,台湾,中国に自生する落葉大

型低木または小高木｡辺材は黄白色,心材は鮮黄色｡木理不整,肌目は粗い｡軽軟な材で下駄,薪にな

る｡

ムラサキシキブ属 (CallicarpaL.)

ムラサキシキブ (CallicarpajaPonicaThumb.)(写真152頁)

散孔材｡道管の直径は 50-80/Jm で,放射方向に2-3個ときに5個複合する｡道管は単穿孔で,

壁はやや厚い｡道管側壁のみならず道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多い｡放射組織は異性 Ⅰ,

Ⅲ,Ⅲ型で 1-3列,高さはおおむね 1mm 以下｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,満州,琉球,台湾,中国に自生する高

さ3m 内外の落葉低木｡材は古 くは木釘に用いられる｡

ナス科 (Solanaceae)

クコ属 (LyciumL.)

クコ (LJCiumchinen∫eMiller)(写真153頁)

紋様孔材｡道管は大きいものは 100-180JJmで,火炎状,放射状,斜線状,接線状などに大小に道

管が集団をなして不規則に混ざって並ぶ｡年輪界で小道管が接線状に長 く連なることがある｡道管は単

穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡放射組織は同性で早列,まれに部分

的に2列となり,ほとんどが直立細胞と方形細胞からなる｡放射組織の高さは 1mm 以下｡木口面に

おける道管の配列はヒトツバタゴに似る｡

分布範囲は温帯,暖帯から亜熱帯｡北海道,本州,四国,九州,琉球,台湾,中国,朝鮮,満州に分

布する｡原野や海岸にやや普通に生える高さ 1-2m の落葉低木｡

フジウツギ科 (Buddlejaceae)

フジウツギ属 (BuddlejaL･)

フジウツギ (BuddlejajaPonicaHems1.)(写真154頁)

環孔材｡孔圏道管は 60-100/上mで 1-6列となり,孔圏外道管は2-6個塊状ないし放射状に複合

する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁

孔は小さく多い｡放射組織は異性Ⅲ型で 1-4列となり,高さは 1mm 以下｡ビスフレックが存在す

る｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州 (兵庫県以東),四国に分布する｡日当たりのよい谷間の林縁などに

生える落葉性の低木｡

ノウゼンカズラ科 (Bignoniaceae)

キリ属 (paulowniaSieb.etZucc.)

キリ (Paulowniaiomento∫aSteud.)(写真155頁)

環孔材｡孔圏道管は 250-300JJm とやや大きく1-6列をなす｡孔圏外に移るに連れて道管は大き

さを滅ずる｡孔圏外の小道管は単独ないし2- 3個複合 して散在する｡道管は単穿孔を有し,内腔には
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チロースが存在する｡軸方向柔細胞の占める割合が高 く,孔圏外では翼状ないし連合翼状となるがこれ

らがしばしばレンズ状にみえる｡木繊維および軸方向柔細胞は層階状配列を示す｡道管放射組織間壁孔

はレンズ状ないしふるい状でやや大きく数は少ない｡放射組織は同性で 1-5列,高さは 0.5mm以

下｡板目面でみた放射組織の形は角ぼっていたり,矢はず状であったり不規則な場合が多い｡構成細胞

の壁は薄い｡

分布範囲は温帯｡原産地はまだよくわからない｡日本および朝鮮で古 くから栽培されている成長の早

い落葉高木｡辺 ･心材の区別なく淡紅白色,ときにやや紫色を帯びることがある｡木理おおむね通直で

疎,肌目も粗いが,光沢強 く美 しい｡国産材中最軽量材｡軟 らか くて弱いが,切削 ･加工 きわめて容

易｡湿気を吸収透過すること少なく,狂いや割れも少ない｡建築 (天井板,欄間,建具,内装),家具

(ことに和風家具,箪笥,仏壇),器具 (書類箱,表具箱,羽子板,胴丸火鉢,金庫の内張,下駄,指

物,寄木木象蕨,人形の練心,浮子,春口,棺),楽器 (八雲琴,二絃琴,琵琶の腹板),彫刻 (人形,

仮面),旋作,木炭 (研磨用桐炭,火薬用)など特殊用途が多い｡

キササゲ属 (CatalpaScop.)

キササゲ (CalalpaoualaG.Don)(写真156頁)

環孔材｡孔圏道管は直径 200-250〃m に達 し,3-4列となり,孔圏外道管は 100-150〟m前後で

単独ないし2-4個複合する｡年輪外境に小道管群がみられ接線方向に長 く連なり,花ずな状を呈す

る｡道管内壁にらせん肥厚が存在する｡道管は単穿孔を有し,内腔にチロースが詰まる｡道管放射組織

間壁孔はやや大きく数は少ない｡放射組織は同性ないし異性で 1-3列となり,単列放射組織は少な

い｡放射組織の高さは0.5mm以下でときに 0.5mm を越えるが 1mm を越えることはない｡典型的

な直立細胞はみられない｡

中国原産で庭に植えられるが,ときに山間に野生状となって生育する落葉高木｡

スイカズラ科 (Caprifoliaceae)

二ワトコ属 (SambucusL.)

ニワトコ (Sambucu∫racemo∫aL.subsp.∫ieboldianaHara)(写真157頁)

散孔材｡道管は 50-100〃m とやや小さく,2-10個あるいはそれ以上が放射状,斜線状,団塊状な

ど不規則に複合するが斜線状に複合するものが目立つ｡年輪の内境に沿って道管の分布数 ･直径ともや

や大きく,多少環孔材的傾向がある｡道管はほとんど単穿孔であるが階段穿孔をも有 し,側壁には交互

壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状に配列する｡道管放射組織間壁孔はやや大きく

数は少ない｡放射組織は異性Ⅲ型で 1-6列,高さは 0.5mm以下｡かなりの放射組織にさや細胞が

みられ,放射組織を不完全にとり囲む｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州,四国,九州,奄美大島,済川島,朝鮮南部,中国に自生する落葉低

木｡辺 ･心材の区別なく淡黄褐色｡肌目は撤密｡重さ中庸であまり強 くなく,むしろ軟らかい材｡寄

木,木象軟などの小,細工に使われる｡髄がきわめて太 く,生物実験において顕微鏡観察用試料の切片作

製に用いる｡

ガマズミ属 (VibrunumL)

カンポク節 (Sect.opulusDeCamdolle)

カンボク (Vibumumopulu∫L.var.calue∫cen∫Hara)(写真158頁)

散孔材｡道管は直径 60-70〃mで,ほぼ単独 ときに2-4個放射方向に複合する傾向がある｡道管

は単穿孔を有 し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞はきわめて少なく
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道管に接 して若干みられる程度｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性で 1-2列,とき

に3列となり,.高さは 1mm以下｡

分布範囲は温帯｡本州 (広島県からあるが中部以北に普通),北海道,樺太,千島,朝鮮,満州,ア

ムール,ウスリー,中国に分布する｡高さ3-6m に達する落葉低木｡

サンゴジュ節 (sect.MicrotinusBenthetHookerf.)

サ ンゴジュ (Vibumumodoratis∫l'mumKer.)(写真159頁)

散孔材｡直径 50FLm の道管が単独ないし2-5個放射状ないし斜線状に複合 して平等に分布する｡

道管は階段穿孔で,階段数は70以上に達する｡道管の内壁にらせん肥厚がみられる｡木繊維の内壁にも

らせん肥厚がある｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状｡放射組織は異性で平伏細胞と高さの高い直

立細胞からなり, しばしば 1-2mm に達する｡放射組織の幅は上記ガマズミよりやや狭 く1-3列

で,2列以上の放射組織は直立細胞からなる長い単列翼部をもつ ｡ ビスフレックが認められる｡

分布範囲は亜熱帯から暖帯南部｡本州 (千葉県以西の海岸),四国,九州,琉球,朝鮮南部,台湾,

中国 (湖北,福建,広東),インド (カーシア),インドシナ,フィリピン,セレベスに自生する常緑小

高木｡材の利用は特にない｡

ヤブデマリ節 (sect.pseudotinusClarke)

ヤブデマリ (ViburnumplicalumThunbergr.10mentosumRehder)(写真160頁)

散孔材｡道管は直径 60-80/Jm 以下で,ほぼ単独ときに2個複合する｡道管は階段穿孔を有し,階

段数は多 く100に達する｡道管放射組織間壁孔は交互状,対列状,階段状 となるほか縦に一列にみられ

ることもある｡放射組織は異性 Ⅰ型とⅢ型で 1- 3列となり,単列部を介して軸方向に2,3個が長 く

連なる｡したがって,高さは 1mm を越えることが多い｡

分布範囲は温帯下部｡本州 (関東以西),四国,九州,南朝鮮,台湾,中国に分布する｡山地に普通

な低木または小高木｡

ムシカリ (オオカメノキ)(ViburnumfurcatumBlume)(写真161頁)

散孔材｡道管は年輪始めは 50-100FLm で,年輪外境では 50/Jm 以下となり,単独ないし2-5個

複合する｡道管は階段穿孔を有 し,階段数は50を越える｡道管の尾部にらせん肥厚がみられる｡道管放

射組織間壁孔は階段状となる｡放射組織は異性 Ⅰ型とⅡ型で 1-3列となり,単列部を介して軸方向に

2,3個が連なるが高さは 1mm以下｡放射柔細胞にはまれに結晶がみられる｡

分布範囲は温帯｡樺太,北海道,本州,四国,九州,済州島,欝陵島に分布する｡山地に普通にみら

れる低木または小高木｡

ゴマギ節 (sect.sieboldiNakai)

ゴマギ (Viburnum∫ieboldiiMiquel)(写真162頁)

散孔材｡道管は直径 60-80/̀m以下であ り,ほぼ単独ときに2-5個複合する｡道管は階段穿孔を

有 し,階段数は70に達する｡道管放射組織間壁孔はやや大きく数はあまり多 くない｡木繊維および道管

にらせん肥厚は認められない｡軸方向柔細胞は散在状ときに短接線状となる｡放射組織は異性 Ⅰ,[,

Ⅲ型で 1-2列ときに3列となり,軸方向に2,3個が連なることがある｡高さは 1mm 以下であるが

まれに 1mm を越えることがある｡ビスフレックが認められる｡

分布範囲は温帯｡本州,四国,九州に分布する｡
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ガマズミ節 (Sect.OdontotinusRheder)

ミヤマガマズミ (ViburnumzL,righlliMiquel)(写真163頁)

散孔材｡道管は直径 50〃m以下で,単独ないし2,3個複合する()道管は階段穿孔を有 し,階段数

は100以上｡道管および木繊維にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状となる｡

道管放射組織間壁孔は対列状ないし交叉状｡放射組織は異性 Ⅰ型とⅢ型で 1-2列ときに3列となり,

高さ 2mm以下｡放射組織は2,3個が単列部を介 して軸方向に連なる｡直立細胞はかなり長い｡ビス

フレックが存在する｡

分布範囲は温帯｡樺太南部｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡山地に生える落葉

低木｡

ガマズミ (ViburnumdllalalumThumb.)(写真164頁)

散孔材｡道管はほとんど単独でみられ,直径は 50〃m前後 となる｡道管は階段穿孔で,階段数は多

く50以上となる｡道管の内壁にかすかならせん肥厚がみられる｡木繊維の内壁にもらせん肥厚が認めら

れる｡道管放射組織間壁孔は対列状ないし交互状｡放射柔細胞の壁は厚い｡軸方向柔細胞の配列は散在

状ないし短接線状｡放射組織は異性 Ⅲ型で直立細胞がさや状に並ぶことがある｡放射組織の幅は 1-5

列で,高さは 3mm に達する｡ビスフレックが認められる｡

分布範囲は暖帯から温帯｡北海道,本州,凹国,九州,朝鮮,中国に分布する｡山野の日当たりのよ

い場所に普通にみられる落葉低木｡材は洋傘の柄に用いられる｡

コバ ノガマズミ (Viburnumero∫umThunberg)(写真165頁)

散孔材｡道管は直径 50FLm以下で,単独ないし2,3個複合する｡道管は階段穿孔で,階段数は100

以上となる｡道管および木繊維にらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は対列状ないし交互状｡

放射柔細胞の壁は厚い｡軸方向柔細胞の配列は散在状ないし短接線状｡放射組織は異性 Ⅰ型とⅡ型とな

り1-5列で,高さは 1mm以下であるがまれに 1mm を越えることがある｡

分布範囲は暖帯から温帯下部｡本州 (福島県以南),四国,九州,朝鮮,中国大陸の日あた りのよい

丘や山地に普通にみられる落葉低木で,高さは 2-4mになる｡

オ トコヨウゾメ (ViburnumphlebolrichumSieb.etZucc.)(写真166頁)

散孔材｡道管は直径 50JJm 以下で,単独ないし2,3個複合する｡道管は階段穿孔で,階段数は50

以上となる｡道管放射組織間壁孔は対列状ないし交互状でやや大型となる｡放射柔細胞の壁は厚い｡軸

方向栗細胞の配列は散在状ないし短接線状｡放射組織は異性 Ⅰ型 とⅡ型 とな り1-2列で,高 さは

1mm以下であるがまれに 1mm を越えることがある｡

分布範囲は温帯｡本州,四国,九州の山地に普通にみられる落葉低木で,高さは 2m に達する｡

ツクバネウツギ属 (AbeliaR.Br.)

ツクバネウツギ (AbeliasPalhulalaSieb.etZucc.)(写真167頁)

散孔材｡道管は直径が 50JJm 以下であるが,年輪始めの道管は接線方向に 1列となり,他よりやや

大きく環礼状を呈する｡道管は階段穿孔を有 し,階段数は50以上となる｡道管側壁に階段壁孔,内壁に

らせん肥厚がみられる｡木繊維にもらせん肥厚が存在する｡軸方向柔細胞は散在状であるが少ない｡道

管放射組織間壁孔は階段状ない し対列状 となる｡放射組織は異性 Ⅰ,Ⅰ型およびⅢ型で 1- 3列 とな

り,高さは 1mm以下｡平伏細胞は大きく方形ないし直立状 となる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,四国,九州 (宮崎県,佐賀県)の日あたりのよい丘や山地に普通に

みられる落葉低木で,高さは 2m内外｡
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タ二ウツギ属 (weigelaThunberg)

タ二ウツギ節 (sect.weigela)

タニウツギ (weigelahorlen∫i∫Koch)(写真168頁)

散孔材｡直径 60-70JJm以下の道管が単独ないし2-4個不規則に複合 して,やや疎らに散在する｡

道管は階段穿孔を有し,階段数は60に達する｡道管側壁に階段壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は

階段状ないし対列状となる｡軸方向柔細胞は不顕著｡ビスフレックが認められる｡放射組織は異性 Ⅰ型

で 1-3列で,単列のものは直立細胞のみからなり,2列のものは平伏細胞からなる｡複列部の縁辺
に,直立細胞の長い単列翼部をもつ ｡

分布範囲は暖帯上部から温帯下部｡本州 (日本海岸側の諸県に分布 し,静岡県,山梨県,神奈川県,

東京都,埼玉県,千葉県にはない),北海道に自生する｡日当たりのよいLl｣野に普通にみられ,新 しく

崩れた土地などにも生えやすい落葉低木｡

ハコネウツギ (weigelacoraeen∫i∫Thunberg)(写真169頁)

散孔材｡道管は 70-80〃m以下で,ほぼ単独ときに2,3個複合する｡道管は階段穿孔を有 し,階

段数は80に達する｡軸方向柔細胞は散在状であるが少ない｡道管放射組織間壁孔は小さく多く対列状と

なる｡放射組織は異性 Ⅰ型で 1-4列となるが,2,3個が単列部を介して軸方向に連なることがある｡

直立細胞は長い｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は暖帯から温帯｡北海道 (南部),本州 (太平洋側, 日本海側),四国,九州に分布する｡海

岸の近 くに生える落葉低木｡

スイカズラ属 (LoniceraL)

ウグイスカゲラ節 (Sect.IsikaDC.)

ウグイスカグラ (ヤマウグイスカグラ)(LoniceragracilipeSNiquel)(写真170頁)

散孔材｡道管は直径 40/Jm 以下で年輪始めの道管径が大きいため環礼状となるo木口面で道管と放

射柔細胞とがほぼ同じ大きさで,見分けにくい｡道管は単穿孔と階段穿孔を有す｡階段穿孔には階段数

が20ほどのものと数本のものがみられ,前者では階段が細 く後者では階段が太 くなる｡道管側壁に交互

壁孔｡道管と木繊維にはらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さくて多 く,ふるい状 とな

る｡放射組織は異性 Ⅰ型とⅠ型で 1-4列となるが,単列のものが多い｡放射組織は単列部を介 して

2,3個軸方向に連なり,高さは 1mm を越えることが多い｡なお,放射柔細胞に単穿孔がみられるこ

とがある｡

分布範囲は暖帯から温帯｡北海道 (南部),本州,四国,九州に分布する｡山野に普通にみられる落

葉低木｡

キンギンボク節 (sect.CoeloxylosteumRehder)

キンギンボク (ヒョウタンボク)(LoniceramorrowiiO.Kuntze)(写真171頁)

散孔材｡道管は直径 50JJm 以下で,単独ないし4,5個複合する｡年輪始めの道管はやや大 きく,

環礼状にみえることがある｡道管はおおむね単穿孔を有するが,ときに階段の間隔がきわめて狭 く階段

数が30ほどの階段穿孔がみられるのが特徴 となる｡柾 目面では穿孔部が長楕円形にみえる｡道管および

木繊維にはらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さく数は少ない｡放射組織は異性 Ⅰ,Ⅱ,

Ⅲ型で 1-2列,ときに3列となるが単列の放射組織が多い｡高さは 1mm以下｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国の山地に生える落葉低木で,高さは 1-1.5m｡
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二ン ドゥ節 (sect.NintooaMaxim.)

スイカズラ (LonicerajaPonicaThunberg)(写真172頁)

散孔材｡道管は直径が 100-150FLm以上のものと50/Jm ほどのものが不規則に混在するが,年輪始

めはやや大きく環孔状を呈する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられ,内股にはときに

ゴム質が詰まる｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡放射組織は異性で 1-5列

となり,高さは 3mm 以下,ときにそれ以上となる｡放射組織は軸方向に2-4個が連なることがあ

る｡放射柔細胞には結晶が存在する｡

分布範囲は亜熱帯,暖帯から温帯下部｡北海道 (南部),本州,四国,九州,朝鮮,満州,中国に分

布する｡いたるところの山野に生える蔓性低木｡

ガガイモ科 (Asclepiadaceae)

ギジョラン属 (MarsdeniaA.Br.)

ギジョラン (Mar∫denialomenlo∫aMorrenetDecaisne)(写真173頁)

散孔材｡道管は 100-200JJm で,木口面ではきわめて幅広い放射組織にはさまれて単独ないし2-

5個が複合 して全体として放射方向に分布する｡道管は単穿孔を有し,側壁には階段壁孔がみられ,内

腔にはしばしばゴム質が詰まる｡放射組織は超大形の広放射組織となる｡板目面では木繊維が層階状配

列をなす｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東南部,東海以西),四国,九州,琉球,南朝鮮に分布する常

緑のつる性木本｡

日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ ･(木材研究 ･資料,34号)の訂正

(北海道大学の大谷 言享先生および森林総合研究所の能城修一博士からのご指摘を参考にした｡)

36頁のサクノキの記載の5行目:

柾目面でみた道管要素の中央にまれに単穿孔がみられる｡■ 削除

42頁のショウベンノキの記載の4行目:

大型の放射柔細胞に■ 大型の放射組織細胞に

43頁のクロツバラの記載を削除し,以下の記載に変更 :

紋様孔材｡直径 50JJm の道管が紋様状ないしX字状に集団をなして配列する｡道管側壁に交互壁孔

がみられる｡道管は単穿孔を有し,内壁に不鮮明ならせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在状｡道

管放射組織間壁孔はきわめて小さく多く,交互状にならぶ｡放射組織は同性で 1-2列となり,高さは

0.5mm以下｡

分布範囲は温帯｡本州 (中部以北),朝鮮,満州,ダフリア,中国大陸北部の山地に生える落葉低木｡

これにともないクロツバラ (109頁)の顕微鏡写真を本誌の174頁のものに変更

43頁のネコノチチの記載を削除し,以下の記載に変更 :

環孔材｡孔圏道管は直径ほぼ 150FLm で 1列に並び,孔圏外道管は直径 100JJm以下でほぼ単独であ

るが,ときに2-5個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡道管に

らせん肥厚が存在する｡また,道管に若干の着色物質が詰まる｡軸方向柔細胞は少なく道管に接 して若

干みられる程度｡道管放射組織間壁孔は小さく多い｡放射組織は同性ないし異性 Ⅲ型で 1-4列とな

り,高さは 1mm以下｡

分布範囲は暖帯｡本州 (神奈川県以西),凶国,九州,琉球,朝鮮南部,中国大陸の山地に生える落

葉高木｡
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これにともないネコノチチの顕微鏡写真 (110頁)を本誌の175頁のものに変更

45頁のノブドウの記載の4行目から5行目にかけて :

放射柔細胞にヰ 放射組織細胞に

45頁のヤマブドウの記載の4行目と5行目の間に以下の記載を追加 :

放射柔細胞に束晶が存在する｡放射組織細胞にまれに単穿孔がみられる｡ ビスフレックが存在する｡

54頁のヤマウコギの記載の2行目:

道管放射組織間穿孔 ■ 道管放射組織間壁孔

同上 3行目から4行目:

放射柔細胞にヰ 放射組織細胞に

55頁のヒメウコギの記載の2行目:

放射組織にヰ 放射組織細胞に
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リョウブ ClethrabarbineruiSSieb.etZucc.

(リョウブ科 clethraceae)

(×200)
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ホツツジ TriPetaleiaPaniculataSieb.etZucc･
(ツツジ科 Ericaceae)

(×320)
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イソツツジ LedumpaluStreL.subsp.diuerSiPilo∫umHara
(ツツジ科 Ericaceae)

(×320)

- 75-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ッリガネツツジ (ウスギヨウラク) Menzie∫iaciliica:LyXMaxim･

(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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伊東 :日

ヨウラクツツジ MenzieSiaPurPureaMixim･
(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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シャクナゲ RhododendronmettemichiiSieb.etZucc.var.hondoen∫eNakai

(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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バイカツツジ RhododeTuironSemibarbatumMaxim.

(ツツジ科 Ericaceae)

(×320)
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ヤマツツジ Rhododendronobtu∫umPlanchonvar.KaemAferiWilson

(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)

- 80-

(×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

モチツツジ RhododendronmacroSePalummaxim.
(ツツジ科 Ericaceae)

′

-∫.･-･
.

(×200)
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ミツバ ツツジ RhododendrondilatatumMiquel
(ツツジ科 EFicaceae)

(×200)
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コバノミツバツツジ RhododendronreliculatumD.Don

(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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ゴヨウツツジ RhododendronquinquefoliumBissetetMoore
(ツツジ科 EricacCae)

(×200)
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アオノツガザクラ Pru,llodocealeuticaA.Heller
(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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(×200)
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ネジキ Lyniaovallfoliadrudesubsp･nezikiHara
(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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アセビ pieriSjaPonicaD.Don
(ツツジ科 Ericaceae)

(×400)
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(×200)
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ドウダンツツジ Enkianthu∫perulatuSSchneider

(ツツジ科 Ericaceae)

(×400)
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ベニ ドゥダン (チチブ ドウダン) Enkianthuu∫cermLfMakinof.ruben∫Ohwi

(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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シャシャンボ vacciniumbracteatumThunberg
(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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スノキ vaccinium∫malliiA.Gray
(ツツジ科 Ericaceae)

1書

.

..守

～

(×320)
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ナツハゼ VacciniumoldhamiMiquel
(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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アクシバ VacciniumjaPonicumMiq.
(ツツジ科 Ericaceae)

(×200)
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ガンコウラン EmpetrumnigrumL var･jaPonicumK･Koch

(ガンコウラン科 Empetraceae)

(×200)
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タイミンタチバナ MLyrSine∫eguiniiLev.

(ヤブコウジ科 Myrsinaceae)

(×200)
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(×100)
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モクタチバナ Ardi∫iaSieboldiiMiq.

(ヤブコウジ科 Myrsinaceae)

(×200)
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(×80)



伊東 :日

マンリョウ Ardi∫iacrenataSims

(ヤブコウジ科 Myrsinaceae)

(×200)
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ヤブコウジ ArdiSiajaPonicaBlume

(ヤブコウジ科 Myrsinaceae)

(×200)

- 98-

(×80)



伊東 :日

シマイズセンリョウ Mae∫ateneraMez

(ヤブコウジ科 Myrsinaceae)

(×200)
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(×100)
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イズセンリョウ Mae∫ajaPonicaMoritzi

(ヤブコウジ科 Myrsinaceae)

(×250)
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伊東 :日

リュウキュウマメガキ (シナノガキ) Dio吻′roJjaPonicaSieb.etZucc.
(カキノキ科 Ebenaceae)

(×100)

一 101-

(×100)
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マメガキ Dio吻′ro∫lotusL.
(カキノキ科 Ebenaceae)

(×160)
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(×80)



伊東 :日

カキノキ (ヤマガキ) Dio吻′γo∫kakiThunb.
(カキノキ科 Ebenaceae)

(×160)

- LOB-

(×60)
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トキワガキ Dio吻′ro∫morrisianaHance
(カキノキ科 Ebenaceae)

i;

如
胡滞
凋

(×130) (×80)
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オオバアサガラ PteroStyaXhiSPidaSieb･etZucc･

(エゴノキ科 styracaceae)

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

アサガラ PteroJtyaXCOrJmbo∫aSieb･etZucc･

(ェゴノキ科 styracaceae)

(×200)
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ハクウンボク Styaxoba∫∫iaSieb.etZucc.

(エゴノキ科 styracaceae)

(×160)
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(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

エゴノキ StyaxjaPonicaSieb.etZucc･

(ェゴノキ科 styracaceae)

(×200)

一 108-

(×200)
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クロキ Stymploco∫lucidaSieb.etZucc･

(ハイノキ科 symplocaceae)

(×160)

- log-

(×130)
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ミミズバイ FiymPloco∫glaucaKoidz.
(ハイノキ科 symplocaceae)

(×200)

11〔卜一

(×80)
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カンザプロウノキ stymploco∫theophra∫taefoliaSieb.etZucc.
(ハイノキ科 symplocaceae)

(×200)

- 111-



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

シロバイ Fu,mploco∫lanclfoliaSieb.etZucc.

(ハイノキ科 symplocaceae)

(×200)

一 112-

(×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

クロバイ sLymPloco∫prumfoliaSieb.etZucc.

(ハイノキ科 symplocaceae)

(×130)

- 113-

(×80)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ハイノキ Stymploco∫mytaceaSieb.etZucc･
(ハイノキ科 symplocaceae)

(×200) (×100)

114-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

サワフタギ Stymploco∫chinen∫i∫Drucevar.leucocarpaOhwif.pilo∫aOhwi

(ハイノキ科 symplocaceae)

(×200)

-I1ll-1--I

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

タンナサワフタギ stymplocoSCOreanaOhwi

(ハイノキ科 symplocaceae)

(×200)

- 116-

(×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

ハシドイ su,ringareticulataHara
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 117-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

アオダモ (コバノトネリコ) Fraxinu∫lanugino∫aKoidz.f.∫errataMurata
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 118-

(×200)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載

トネリコ FraxinusjaPonicaBlume

(モクセイ科 oleaceae)

(×160)

- 119-

(×80)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ヤチダモ Fraxinu∫mandShuricaRupr.var.japonicaMaxim･

(モクセイ科 oleaceae)

(×100)



伊東 :日

シオジ Fraxinu∫SPaethianaLingelsh.
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 121-

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ミヤマイボタ Ligu∫trumtSChonoSkiiDecne
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 122-

(×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

イボタノキ LiguJtrumObtuSlfoliumSieb.etZucc.

(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 123-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

オオバイボタ Ligu∫trumouallfoliumHassk･
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

--124-

(×130)



伊東 :日

ネズ ミモチ Ligu∫trumjaPonicumThunb.
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 125-

(×80)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

シマモクセイ (ナタオレノキ) 0∫manthu∫in∫ulari∫Koidz.

(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 126

(×130)



伊東 :日

ヒイラギ 0∫manthu∫heteroprtyllu∫P.S.Green
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 127-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ヒイラギモクセイ o∫manthu∫×fortuneiCarr･
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 128一

(×130)



伊東 :日

キンモクセイ o∫manthu∫jTragγan∫Lour.var.aurantiacu∫Makino
(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 129-

(×80)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ヒ トツバ タゴ Chionanthu∫reiu∫u∫Lindl.etPaxton

(モクセイ科 oleaceae)

(×200)

- 130-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載

ホウライカズラ Gardnerianutan∫Sieb.etZucc.

(マテン科 Loganiaceae)

(×200)

1 131-ll-I

(×80)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

テイカカズラ TracheloSPermuma∫iaticumNakai

(キョウテクトウ科 Apocynaceae)

(×200)

- 132-

(×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載旦

サカキカズラ AnodendronajjPneDruce

(キョウテクトウ科 Apocynaceae)

欄
闇

州
済

淵

(×200)

- 133-

＼I03×L/



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

キョウテクトウ NeriumindicumMill.

(キョウテクトウ科 Apocynaceae)

(×160)

- 134-



伊東 :日

クチナシ Gardeniaja∫minoide∫Ellis
(アカネ科 Rubiaceae)

(×200)

----135-一日

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ミサオノキ Randiacochinchine7Lfi∫Merrill

(アカネ科 Rubiaceae)

(×200)

- 136-

(×130)



伊東 :日

ギ ョクシンカ Tare7magyOku∫hinkwaOhwi
(アカネ科 Rubiaceae)

(×200)

- 137-

(×200)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

カギカズラ Uncariarrv,nchopliyllaMiquel

(アカネ科 Rubiaceae)

(×80)

- 138-

(×80)



伊東 :日

ヘツカニガキ Adinaracemo∫aMiquel
(アカネ科 Rubiaceae)

(×200)

- 139-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

タニワタリノキ AdinaPilullferaFranchet
(アカネ科 Rubiaceae)

(×200)

- 140-



伊東 :日

アリドオシ DamnacanthuSindicuSGaertnerf.

(アカネ科 Rubiaceae)

(×200)

- 141-

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ルリミノキ LaJianthu∫jaPonicu∫Miquel
(アカネ科 Rubiaceae)

(×200) (×130)

142-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

シチ ョウゲ (イワハギ) Leptodermi∫PulchellaYatabe
(アカネ科 Rubiaceae)

(×200)

- 143-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ヤエヤマアオキ MorindacitrlforiaL.
(アカネ科 Rubiaceae)

(×200)

- 144-

(×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

ヘクソカズラ Paederia∫canden∫Merrillvar.maireiHara

(アカネ科 Rubiaceae)

(×80)

- 145-



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

マルパテシャノキ Ehretiadick∫oniiHance

(ムラサキ科 Boraginaceae)

(×200)

- 146-

(×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

チシャノキ EhretiaouallfoliaHassk.

(ムラサキ科 Boraginaceae)

(×200)

- 147-

(×80)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ニンジンボク VitexcannablfoliaSieb.etZucc.

(クマツゾラ科 verbenaceae)

(×200)

- 148-

(×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

ハマゴウ VitexrotundlfoliaL.f.
(クマツゾラ科 verbenaceae)

(×200)

- 149-

(×80)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ハマクサギ premnajaPonicaMiq･
(クマツゾラ科 verbenaceae)

(×200) (×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

クサギ clerodendrontrichotomumThumb.

(クマツゾラ科 verbenaceae)

(×200)

- 151-

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ムラサキシキブ CallicarPajaPonicaThumb.
(クマツゾラ科 verbenaceae)

(×200)

- 152-

(×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

クコ LiyciumchineTLfeMiller
(ナス科 Solanaceae)

(×160)

-1う3-----

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

フジウツギ BuddlejajaPonicaHemsl･

(フジウツギ科 Buddlejaceae)

(×200)

-I15Ll一一

(×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

キリ Paulowniatomento∫aSteud.

(ノウゼンカズラ科 Bignoniaceae)

(×200)

- 155-

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

キササゲ CatalpaouataG.Don

(ノウゼンカズラ科 Bignoniaceae)

(×200)

156-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅴ

ニワトコ Sambucu∫racemo∫aL.subsp･∫ieboldianaHara

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 157-

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

カンボク Vl'bumumopulu∫L.var.calue∫cen∫Hara

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 158-

(×200)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

サンゴジュ Vibumumodorati∫∫imumKer.

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 159-

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ヤブデマリ VibumumplicatumThunbergf･tomentoJumRehder

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 160-

(×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

ムシが ) (オオカメノキ) vibumumfurcatumBlume

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 161-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ゴマギ Viburnum∫ieboldiiMiquel

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 162-

(×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

ミヤマガマズミ VibumumwrightiiMiquel

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ガマズミ ViburnumdilatatumThumb.

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×260)

- 164-

(×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

コバノガマズミ Vibumumero∫umThunberg

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 165-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

オ トコヨウゾメ ViburnumphlebotrichumSieb.etZucc･

(スイカズラ科 caprifoliaceae)

(×200)

- 166-

(×200)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

ツクバ ネウツギ AbeliaJPathulataSieb.etZucc.

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 167-

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

タニウツギ weigelahorten∫i∫Koch

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 168-

(×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

ハコネウツギ weigelacoraeen∫i∫Thunberg

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 169-

(×100)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

ウグイスカグラ (ヤマウグイスカグラ) LoniceragraciliPe∫Niquel

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×320)

- 170-

(×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

キンギンボク (ヒョウタンボク) LoniceramorrowiiO.Kuntze

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×160)

- 171-

(×130)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

スイカズラ LonicerajaponicaThunberg

(スイカズラ科 caprifbliaceae)

(×200)

- 172-

(×130)



伊東 :日

ギジョラン MarSdem'atomenlo∫aMorrenetDecaisne

(ガガイモ科 Asclepiadaceae)

(×260)

- 173-

(×80)



木材研究 ･資料 第35号 (1999)

クロツバ ラ Rhamnu∫dauricaPall.

(クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae)

(×260)

- 174-

(×160)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載V

ネコノチチ Rhamnellafranguloide∫Weberb.

(クロウメモドキ科 Rhamnaceae)

(×260) (×160)


